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1. 炭素循環の分類

1. 回収
Capture

貯留
Storage

利⽤
Utilization CO2の

直接利⽤

カーボンリサイクル

EOR 2. 化学品
 含酸素化合物（ポリカーボネート、ウレタンなど）
 バイオマス由来化学品
 汎⽤物質（オレフィン、BTXなど）

3. 燃料
• 微細藻類バイオ燃料（ジェット燃料・ディーゼル）
• CO2由来燃料またはバイオ燃料（微細藻類由来を除く）
（メタノール、エタノール、ディーゼルなど）

• ガス燃料（メタン）

4. 炭酸塩・コンクリートなど
 炭酸塩
 コンクリート製品・コンクリート構造物 など

5. その他
 ネガティブ・エミッション（BECCS、ブルーカーボンなど）

（ドライアイス、溶接、飲料等）

合成ガス(H2+CO)・
⽔素・再エネ

排煙脱硫
（気液接触/スラリーや
マテハン技術など）天然ガス向けAGR(*)

燃焼前・後ガスCO2回収、
宇宙船向けDAC(**)

Resource︓METI カーボンリサイクルロードマップに千代⽥化⼯が加筆
AGR(*) ︓Acid Gas Removal, 天然ガス井⼾元等での随伴CO2回収
DAC(**)︓Direct Air Capture, ⼤気からのCO2回収

同上

【当社実績、基盤技術】
• CO2 Captureは天然ガス・燃焼前後
ガス・宇宙船向け等に実績あり

• 合成ガス、⽔素、再エネ設備の実績あり
• 排煙脱硫の⾃社技術や設備実績あり

【当社技術⼒のCCUSにおける親和性】
•化学品／燃料は合成ガス・⽔素・再エネ
と親和性がある。

•炭酸塩は排煙脱硫と親和性がある
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2. カーボンリサイクルへの取組み

CO2と⽔素からパラキシレン（ポリエステル繊維やPETボトル
の原料となる基礎化学品）を合成する触媒技術の⼯業化
をNEDOプロジェクトにて遂⾏開始。
（20年7⽉〜24年3⽉）

パラキシレン（ポリエステル原料）

富⼭⼤、ハイケム（触媒
メーカー)、⽇本製鉄、⽇
鉄エンジニアリングとの共同
技術開発。

https://www.chiyodacorp.com/media/200714.pdf

エチレン（基礎化学品）

https://www.chiyodacorp.com/media/200909%20.pdf

常温・常圧・1段反応で、「CO2+⽔」から汎⽤性の⾼い
「エチレン」を製造する研究開発をNEDOプロジェクトにて
遂⾏中。（2020年7⽉〜最⻑2029年度）

エチレンからは合成燃料含め様々な最終製品への展開
可能性あり。

天然ガス随伴CO2を分離回収する技術の実績

CO2回収技術

技術を保有する⽶国Blue Planet社を商業化に向けた協業に
関する覚書を2020年12⽉に締結。

北⽶での実証事業に参加し、弊社のエンジニアリング知⾒を
活かして、技術の確⽴と事業化を推進。

炭酸塩（コンクリート原料）

廃コン中の
カルシウム

でCO2を固定廃コンクリ 再⽣⾻材 炭カル

https://www.chiyodacorp.com/media/210205.pdf

NEDOムーンショットでのCO2回収＋電解還元
によるエチレン製造でのプロセス統合。

燃焼前・後CO2を分離回収する技術の実績

 将来のカーボンリサイクルサプライチェーン実現に向け、CO2の回収から利⽤までの商業機・技術開発に取組んでいる。

https://www.chiyodacorp.com/media/200714.pdf
https://www.chiyodacorp.com/media/200909%20.pdf
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fjp.123rf.com%2Fphoto_15107112_%25E5%25BB%2583%25E3%2582%25B3%25E3%2583%25B3%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2588%25E6%259D%25AD.html&psig=AOvVaw1hJ30xslgT9DhsxhgiMFQL&ust=1603535297616000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIDk_NHAyuwCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.chiyodacorp.com/media/210205.pdf


天然ガス向（Acid Gas Removal） ⽯炭⽕⼒発電所向（燃焼後排ガスからのCO2吸収）

宇宙ステーション向（ダイレクトエアキャプチャ技術開発）⽯炭ガス化向（燃焼前ガスからのCO2吸収）

出所︓電源開発株式会社

多目的ガス製造技術開発「EAGLE」

2025年運⽤開始予定
次世代宇宙ステーション

CO2ダイレクトキャプチャ試作装置（当社開発納⼊）出所︓JAXA
CO2物理吸収設備(当社納入)

ガス化炉

ガス精製設備

3. CO2回収の実績
 ⾼圧の天然ガス処理過程でのCO2分離回収や、圧⼒の低い燃焼前後のガスからのCO2回収設備導⼊の実績を保有。
 また空気中からのCO2回収（ダイレクトエアキャプチャ）試作機にも取り組み中。

出所︓株式会社東芝
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 従来のメタン⽔蒸気改質と異なり、CO2を原料とするメタン改質技術を商業化済み。
 幅広いH2/CO⽐の合成ガスを製造できるのが特徴。
 商業実績あり（国内化学メーカーに納⼊済）。

H2/CO=1.0（オキソ合成向け）
の条件において、CO2排出量を
22%削減可能

原料の天然ガスとCO2の⽐率を変えることで、
幅広いH2/CO⽐の合成ガスの製造が可能
例）H2/CO=2.0 → メタノール、合成燃料

H2/CO=0.5 → 酢酸、樹脂原料

CO+H2

4. CO2 を原料とする改質器 CT-CO2AR🄬 [シーティーコア]（商業化済）
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https://www.youtube.com/watch?v=f6TtfF_vm-E

https://www.chiyodacorp.com/jp/service/gtl/co2-reforming/
（ビデオ紹介(英)）

https://www.youtube.com/watch?v=f6TtfF_vm-E
https://www.chiyodacorp.com/jp/service/gtl/co2-reforming/


MEG

SiO2
etc.

CO2排ガス 等

⽯炭灰
廃コンクリート
製鉄スラグ 等

CaO

CaCO3

SiO2
etc.

軽量⾻材、上⽩紙、埋⽴

建材(コンクリート向け)

・気液接触
・炭酸塩化（中和）反応

・脱⽔
・晶析

炭酸塩のフロー（例）

<イメージ写真︔廃コンクリート>

5. 炭酸塩合成 (R&D中）

 CO2を炭酸塩として固定。
 ⽶国技術のオーナー(Blue Planet社)、三菱商事と弊社で3社MOU締結。
→⽶国での共同実証試験を実施中。

<イメージ写真︔軽量⾻材>

<イメージ写真︔建材>

https://www.chiyodacorp.com/media/210205.pdf
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https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fjp.123rf.com%2Fphoto_15107112_%25E5%25BB%2583%25E3%2582%25B3%25E3%2583%25B3%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2588%25E6%259D%25AD.html&psig=AOvVaw1hJ30xslgT9DhsxhgiMFQL&ust=1603535297616000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIDk_NHAyuwCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.chiyodacorp.com/media/210205.pdf


6. パラキシレン合成 (R&D中）

 CO2と⽔素からパラキシレン（ポリエステル繊維やPETボトルの原料となる基礎化学品）を合成する
触媒技術の⼯業化をNEDOからの委託事業として遂⾏中。（20年7⽉〜24年3⽉）

 富⼭⼤、三菱商事、ハイケム（触媒メーカー)、⽇本製鉄、⽇鉄エンジニアリングとの共同研究。
https://www.chiyodacorp.com/media/200714.pdf

PTA︓⾼純度テレフタル酸
PET : ポリエチレンテレフタラート 7

https://www.chiyodacorp.com/media/200714.pdf


 常温・常圧・1段反応で、「CO2+⽔」から「エチレン」を製造する研究開発を遂⾏中。
 NEDOムーンショット型研究開発事業にて遂⾏。
 2020年8⽉〜最⻑2029年度

7. 電解還元によるエチレン合成 (R&D中）
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Press Release: https://www.chiyodacorp.com/media/200909%20.pdf

https://www.chiyodacorp.com/media/200909%20.pdf


ありがとうございました。
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